
新規就農者が主役！アスパラガス産地の新たな動き

【生産組織】 ＪＡしまね出雲アスパラ
ガス部会

【生産者数】 30名
【栽培面積】 6.8ha
【出荷量】 68t
【販売額】 86,000千円

１．産地の概要（Ｒ５年）

(1)リースハウス整備
H28年以降、ＪＡが「産地パワーアップ事業」を活

用し、リースハウス147a（11棟）を整備。

(2)パッキングセンターの機能強化
H18年にＪＡが「パッキ

ングセンター」を整備。
R3年には、選別能力

が優れる高性能な調製
選別機を導入し、更な
る省力化・高品質化を
実現。

(3)販路開拓
今後、出荷量の大幅な増加が見込まれるため、

新たな販路としてR3年から香港に輸出開始。

(4)新規就農者の受入体制を強化
新規就農者等の担い手を確保するため、定住

財団や農林大学校と連携し、オンライン産地ツ
アーや就農ミニツアーを開催。
出雲市の就農チャレンジ講座（アグリビジネスス

クール）にアスパラガスコースをR4年に新設。

(5)青年部の設置
若い部会員の増加に伴い、部会内に青年部

を設置。新規就農者の受入や経営確立までの
サポート、技術
の研鑽など積
極活動を展開。

２．取組の経過及び概要

(1)新規就農者確保による産地の拡大

リースハウスによ
る初期投資の軽
減、パッキングセ
ンターの機能強化
による出荷調製に
係る労力削減、
ハウス栽培による
品質・単価の安定、
これらを踏まえた
収支モデルを作
成し、就農希望
者へ提示すること
で、R4年までの
10年間に新規就
農者14名を確保。
現在では、生産

者の4割、栽培面
積の5割が新規就
農者。

(2)収量・品質の向上を目的とした施設栽培の拡大
R4年の栽培面積7.1haに

占める施設栽培面積は6ha、
8割を超える割合まで拡大
したことで、収量や品質の
向上に大きく貢献。

(1)スマート農業（環境モニタリング）の導入による新た な
管理基準の確立とタイムリーな指導体制の構築。

(2)中核的経営体の育成よる産地基盤の強化、栽培面
積の拡大。

４．課題と今後の取組方向

農林水産基本計画取組事例⑫

３．取組の成果

今後も新規就農者を積極的に受け入れ、部会
全体で支えていきたい。

松本尚幸 部会長
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